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変更履歴 
（１／６） 

版数 変更年月日 分類 変更頁 変更内容 

2.00 2003/03 新 規 － 2.00版制定 

3.00 2004/04 

追加 

7,9 

11,16 

17,18 

19,20 

28 

◆電子申請運用に係わる機能追加 

・１申請１事業所対応 

・提出方法を指定するインタフェースを

追加（ＦＤもしくは電子申請） 

・電子申請用の総括票タイトルの修正 

（ＣＳＶ形式届書総括票） 

・ＦＤ媒体以外のハードディスク上のフ

ァイルをチェック対象とすることへの

文言修正（ＦＤ→ファイル） 

◆ＭＯ媒体の対応 

◆収録事業所数の拡大 

（99事業所→999事業所） 

◆提出用磁気媒体届書ファイルのフォーマ

ット変更（備考欄の追加）に伴う対応 

修正 

目次 

1～10 

12,13 

14～17 

19～30 

3.10 2005/04 

追加 28 

◆エラー内容の詳細情報表示 

◆提出用ＦＤ（ＭＯ）ラベルの印刷機能

追加 

◆届出内容一覧表集計項目の追加 
修正 

目次 

7,10, 

12～17, 

20,29, 

31 

 
以下の頁は

バージョン

変更に伴う

画面の差し

替え 

6,9 

11 

4.00 2006/06 修正 

以下の頁は

バージョン

変更に伴う

画面の差し

替え 

6 

9～12 

◆支払基礎日数の変更に伴う算定基礎

届、月額変更届のチェック内容の変更 

 



 

 

変更履歴 
（２／６） 

版数 変更年月日 分類 変更頁 変更内容 

4.10 2009/03 

追加 32,33 

◆仕様チェックプログラムのWindows 

Vista対応 
修正 

目次 

1～3, 

5,6, 

30,31 

 
以下の頁は

バージョン

変更に伴う

画面の差し

替え 

7, 

10～13 

4.20 2009/12 修正 

1～3, 

7～13, 

22,26, 

29 

 
以下の頁は

バージョン

変更に伴う

画面の差し

替え 

7,10, 

11,12, 

13 

◆日本年金機構設立に伴う組織名称の変更 

5.00 2010/04 修正 

37,38 
 

 

 

以下の頁は

バージョン

変更に伴う

画面の差し

替え 

 

7,10, 

11,12, 

13, 

◆全国健康保険協会設立に伴う変更 



 

 

変更履歴 
（３／６） 

版数 変更年月日 分類 変更頁 変更内容 

6.00 2011/12 

追加 34 

◆仕様チェックプログラムのWindows 7対

応 

◆ＣＤおよびＤＶＤ媒体の対応 

 

修正 

1～3, 

5～13, 

22～24, 

26, 

28～29, 

30, 

35～37 

7.00 2013/09 

追加 

13,20, 

21,43, 

44 

◆健康保険被扶養者（異動）届及び国民年

金第３号被保険者関係届対応に伴う変更 

◆記載内容の変更 
修正 

目次, 

1,4, 

7～12, 

14～19, 

22～34, 

37～40, 

42 

7.10 2014/3 修正 
1～3 

5,6 
◆Windows8対応 

8.00 2015/1 修正 

1,2, 

32～37 

3～5 

13,21, 

24,28, 

40～42 

 

◆対応OS及び動作環境の変更 

 

◆インストール操作等の変更 

◆国民年金第３号被保険者被扶養配偶者非

該当届の追加 

 

 

9.00 2016/10 

修正 

1,2,3,4, 

6,9,10, 

11,13, 

◆対応OS及び動作環境の変更 

◆バージョンアップに伴う画面の差し替え 

追加 42 ◆警告メッセージ一覧を追加 



 

 

変更履歴 
（４／６） 

版数 変更年月日 分類 変更頁 変更内容 

10.00 2017/01 
修正 

2,4,6,7,8,9, 

10,11,12, 

13,14,15,16, 

23,24,25,27, 

28,29,30,31,

33,39, 

◆FD、MOを削除 

◆バージョンアップに伴う画面の差し替え 

削除 11 ◆FD、MOを削除 

11.00 2018/03 修正 

4,6,9,10,12, 

14,16,20,22, 

23,24,25,26 

27,30,36～40 

◆バージョンアップに伴う画面の差し替え 

12.00 2019/04 修正 

1,2,3,4,5,6,

7,9,10,11, 

12,22 

◆対応OS及び動作環境の変更 

◆新元号名称の追加に伴う対応 
◆バージョンアップに伴う画面の差し替え 

12.10 2019/08 修正 40 ◆警告メッセージの出力廃止に伴う対応 

12.20 2020/04 
修正 1,2,6,7,8,9 

◆対応OS及び動作環境の変更 

◆届書作成プログラムのマイナポータル接

続に伴う対応 

削除 3,4,5, ◆インストール・アンインストールを削除 

13.00 2020/12 修正 39,40,40-1 

◆国内居住要件・社会保障協定に伴う下記

データレコード変更の対応 

・資格喪失届・70歳以上被用者不該当届デ

ータレコード 

・被扶養者（異動）届・国民年金第３号被

保険者関係届データレコード 

・３号関係届データレコード 

25.00 2022/03 修正 

6,7,10,10-1 

11,13,23,24, 

28 

◆届書作成等の機能改善に伴う修正 

・電子申請用届書ファイルのファイルサイ

ズ、件数の上限拡大に伴う対応 

・届書ファイルのチェック仕様変更に伴う

対応 

・届書作成プログラムのバージョン表示箇

所の変更に伴う対応 

26.00 2022/05 修正 6 

◆届書作成等の機能改善に伴う修正 

・届書作成プログラムのバージョンチェッ

ク追加に伴う対応 

 



 

 

変更履歴 
（５／６） 

版数 変更年月日 分類 変更頁 変更内容 

27.00 2022/10 修正 8,32,35,42 

◆産前産後休業取得者申出書／変更（終

了）届、育児休業等取得者申出書（新

規・延長）／終了届の追加に伴う対応 

◆健康保険・厚生年金保険 健康保険被扶

養者（異動）届／国民年金第３号被保険

者関係届、国民年金第３号被保険者関係

届の項目追加に伴う対応 

◆「電子政府の総合窓口」の用語修正 

27.01 2023/01 修正 
目次 

1 
・Windows8.1サポート終了に伴う対応 

27.10 2023/3 修正 1 Windows11対応に伴う修正 

29.00 2024/12 修正 42 

◆健康保険・厚生年金保険 被保険者資格

取得届／厚生年金保険７０歳以上被用者

該当届、健康保険・厚生年金保険 健康

保険被扶養者（異動）届／国民年金第３

号被保険者関係届の項目追加に伴う対応 

◆健康保険・厚生年金保険 健康保険被扶

養者（異動）届／国民年金第３号被保険

者関係届、国民年金第３号被保険者関係

届の省略必須項目への変更に伴う対応 

31.00 2025/10 修正 
1,38,39,40,4

4 

◆健康保険・厚生年金保険 健康保険被扶

養者（異動）届／国民年金第３号被保険

者関係届、国民年金第３号被保険者関係

届の入力チェック追加に伴う対応 

◆エラーメッセージ対応一覧の更新 

◆Windows10サポート終了に伴う対応 

 



 

 

変更履歴 
（６／６） 

版数 変更年月日 分類 変更頁 変更内容 

32.00 2025/12 修正 43 
◆資格喪失届の入力チェック仕様修正に伴

う対応 
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第１章 はじめに 
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第１章 はじめに 

 

１．パソコンの動作環境 
 仕様チェックプログラムで電子媒体届書をチェックするためのパソコンの動作環境を示しま

す。 

 
 （１）ハードウェア環境 

   ・ＣＰＵ／メモリ  ：ＯＳの動作環境に準ずる 

   ・画面       ：解像度800ドット×600ドット以上を推奨 

フォントサイズは小さいフォント※ 

   ・プリンタ     ：Ａ４用紙が出力できるプリンタ 

 

※フォントサイズは設定で変更できます。 

Windows 11の場合 

スタートメニューから「設定」－「ディスプレイ」の順に選択し、「拡大/縮

小」のプルダウンで「100（推奨）」に設定します。 

 

なお、変更するとWindows の再起動が必要となる場合があります。 

 

 （２）ソフトウェア環境 

   ・ＯＳ：以下のＯＳについては動作確認済み 

Windows 11 Pro 

 

※上記ＯＳ環境での動作確認は行っておりますが、ご使用のＰＣ環境によっては、 

動作できないことがあります。 

 

 （３）その他 

仕様チェックプログラムで対応可能な媒体は以下のとおりです。 
表１ 対応可能な媒体 

項番 対応する媒体 規定事項 

１ ＣＤ・ＤＶＤ 

ＣＤ―Ｒ、ＣＤ―ＲＷ、ＤＶＤ＋Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ＋ＲＷ、

ＤＶＤ－ＲＷの規格 

・ 書込み方式がディスクアットワンス方式 

・ フォーマット形式がＩＳＯ９６６０形式 

 

 

 ＜商標に関する表示＞ 

・ Windows は、米国 Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標又は登録商標で

す。 
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２．起動と終了 
 

（１）起動する 

   パソコンのデスクトップ画面（図１－１）で「社会保険届書作成Ver.XX.XX 」アイコンを

ダブルクリックします。 

* XX.XXの数字はバージョンにより異なります。 

 

起動メニュー画面（図１－２）の「仕様チェック 社会保険ボタン」を押下すると仕様チ

ェックプログラムが起動され、メイン画面（図１－３）が表示されます。 

 

 

図１－１．デスクトップ画面（例） 

 

  

              

                 図１－２．起動メニュー画面 

 

    



第１章 はじめに 

６ 

 

図１－３．メイン画面 

（２）終了する 

 メイン画面（図１－５）で［キャンセル(C)］ボタンを押下すると、仕様チェックプログラ

ムが終了します。 
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３．仕様チェック対象外の届書について 

 

令和4年10月から、電子申請、ＣＤ・ＤＶＤで提出可能な届書として以下の届書が追加されま

したが、仕様チェックプログラムでは追加された届書のチェック、および総括票の作成には対

応しておりません。 

追加された届書を電子申請、ＣＤ・ＤＶＤで提出される場合は、追加された届書のチェッ

ク、および総括票の作成に対応している市販ソフトウェア等を利用して届書を作成してくださ

い。 

なお、総括票については日本年金機構ホームページ 

(https://www.nenkin.go.jp/denshibenri/index.html)から様式をダウンロードし、ご利用い

ただくことが可能です。 

 

＜令和4年10月から電子申請、ＣＤ・ＤＶＤ提出可能となる届書＞ 

・健康保険・厚生年金保険 産前産後休業取得者申出書/変更（終了）届 

・健康保険・厚生年金保険 育児休業等取得者申出書(新規・延長)/終了届 

 

 

４．その他 

 

・ 本ソフトウェア及びドキュメント等は、プログラムの修正等の理由により連絡することな

くバージョンアップします。 

最新情報については、日本年金機構ホームページ 

(https://www.nenkin.go.jp/denshibenri/index.html)を参照願います。 

 

 

・ 日本年金機構における電子申請の運用開始に伴って、「届書ファイル（SHFD0006.CSV）」を、

そのまま、e-Gov電子申請の電子添付書類として利用することが可能となります。 

その際、このプログラムによって仕様確認を行った結果として出力される CSV 形式総括票に

ついては、e-Gov 電子申請の入力項目として使用します。（紙については届出の必要はあり

ません。） 

 なお、電子申請の電子添付書類となる届書ファイルの仕様については、「届書作成仕様書

（ＣＤ/ＤＶＤ仕様書）ＣＳＶ形式届書作成仕様書（電子申請）」をご確認ください。 

 

（CD･DVDによる届書との仕様上の相違点） 

  社会保険労務士が電子申請を行う場合においては、１つのCSVファイルに収録できる事業

所数は１つとなります。 

 

  

https://www.nenkin.go.jp/denshibenri/index.html
https://www.nenkin.go.jp/denshibenri/index.html
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第２章 電子媒体届書仕様チェックの流れ 

 

１．電子媒体届書仕様チェックの流れ 

  作成した届書ファイルの仕様チェックを行う際の作業の流れを以下に示します。 
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第３章 届書ファイルをチェックする 

 

１．提出先と提出方法を選択する 

 

「提出先」と「提出方法」をマウスで選択し、指定する。 

 

 

図３－１.メイン画面 

 

２．届書ファイルをチェックする 

   

（１）提出方法が「ＣＤ・ＤＶＤ」の場合(※１) 

   [参照]ボタンを押下し、届書ファイルが保存されているフォルダまたはドライブを指定 

   します。 

 

 (※１)  ＣＤ・ＤＶＤの場合は、媒体の妥当性のチェックを行っていないため、以下の規定事

項を満たしていることを確認してください。 

     媒体規格    ：CD-R、CD-RW、DVD＋R、DVD-R、DVD＋RW、DVD-RW 

     書込み方式   ：ディスクアットワンス方式 

     フォーマット形式：ISO9660形式 

 

（２）提出方法が「電子申請」の場合 

   [参照]ボタンを押下し、届書ファイルが保存されているフォルダまたはドライブを指定 

   します。 

 

メイン画面（図３－１）で［チェック］ボタンを押下すると、届書ファイルが「届書作成仕

様書」通りに作成されているかチェックを行います。 
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＜電子申請の届書ファイルサイズが4.5MB以上の場合＞ 

 届書ファイルのファイルサイズが4.5MB以上の場合、届書作成プログラムの申請機能、その他

マイナポータル対応ソフトウェアでは電子申請が行えないため、確認画面（図３－１－１）が

表示されます。 

 

図３－１－１.確認画面 

 

届書作成プログラムの申請機能、その他マイナポータル対応ソフトウェアで電子申請を行う

場合は、届書ファイルを4.5MB以下のファイルサイズとなるように分割し、分割後の届書ファイ

ルを仕様チェックプログラムでチェックを行い、エラーが無いことを確認してください。 
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＜チェックが正常の場合＞ 

 チェック結果ダイアログ（図３－２）が表示されます。［ＯＫ］ボタンを押下すると、メイ

ン画面（図３－３）が表示されます。 

 

図３－２．チェック結果ダイアログ 

 

  
 

図３－３．メイン画面 

 

  帳票印刷ボタンのうち、［総括票(S)］ボタン、［届出内容(T)］ボタン、［提出ラベル

(Ｌ)］が選択可能になり、総括票、届出内容一覧表の帳票出力と提出用ラベルの印刷が可能とな

ります。ＣＤ・ＤＶＤを提出する際に、届出内容一覧表が必要かどうかは、管轄の年金事務所に

確認してください。 
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＜チェックが警告の場合＞ 

 警告が発生した場合、警告メッセージ一覧表示画面（図３－４）に警告内容が表示されます。 

 

 

図３－４．警告メッセージ一覧表示画面 

 

 

  チェック処理を続行する場合は、［OK(O)］ボタンを押下すると、メイン画面に戻ります。メ

イン画面の帳票印刷ボタンのうち、［総括票(S)］ボタン、［届出内容(T)］ボタン、［提出ラ

ベル(Ｌ)］が選択可能になり、総括票、届出内容一覧表の帳票出力と提出用ラベルの印刷が可

能となります。 

  ［キャンセル(C)］ボタンを押下すると、メイン画面に戻ります。その場合は、メイン画面の

帳票印刷ボタンが選択不可になり、総括票、届出内容一覧表の帳票出力と提出用ラベルの印刷

が不可となります。 
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＜チェックがエラーの場合＞ 

  何らかのエラーが発生した場合、メイン画面（図３－５）にエラー内容が表示されます。 

 

 

図３－５．メイン画面 

 

 

  帳票印刷ボタンのうち、［ﾁｪｯｸ結果(K)］ボタンが選択可能となります。 

 「エラー詳細情報」欄を参考にエラーを修正して下さい。 

また、チェック結果一覧を印刷して、エラー内容を確認することができます。 

 

 なお、エラーは項目単位に出力され、エラー件数が１，０００件を超えた場合は、以下のチ

ェック結果確認ダイアログ（図３－６）が表示され途中でチェックが打ち切られます。［Ｏ

Ｋ］ボタンを押下すると、メイン画面に戻ります。 

 

 

 

図３－６．チェック結果確認ダイアログ 
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３．チェック結果一覧表を出力する 

（１）チェック結果一覧表を出力する 

チェックの結果、エラーとなり、チェック結果一覧表を作成する場合は、メイン画面（図３

－５）で［チェック結果(K)］ボタンを押下します。 

 

図３－７．チェック結果印刷画面 

   

   チェック結果印刷画面（図３－７）が表示されますので、プリンタ設定、印刷範囲、印刷部

数等を確認の上、［ＯＫ］ボタンを押下すると、メイン画面に戻ります。 

 

（２）チェック結果の内容を確認する 

   チェック結果一覧表には、以下の項目が出力されます。 

   ①レコード（名称／番号） 

    ・レコード名称 

エラーの対象となったレコード（媒体管理レコード、事業所管理レコード、資格取得

届等の各種届書データレコード）が出力されます。 

    ・レコード番号 

     ・媒体管理レコード ・・・「１～ｎ」（ファイルの先頭を起点とする） 

     ・事業所管理レコード・・・事業所数情報：「０」固定 

                  事業所情報：「１～ｎ」（事業所数情報の次の行を起点 

とする） 

     ・データレコード  ・・・「１～ｎ」（データ識別符号の次の行を起点とする） 

      レコード番号は自由改行であっても、「改行」毎にカウントアップされますので、 

届書件数とは必ずしも一致しません。 
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   ②被保険者氏名 

    エラーの対象となったレコードの被保険者氏名（カナ）が出力されます。 

    先頭１５バイトが印字され、空欄・項目不在・表示不可能だった場合は‘＊’（半角ア

スタリスク）が印字されます。 

   ③項番 

エラーとなった項目について、届書作成仕様書に記載の項番と同一の項番が出力されま

す。 

   ④項目名 

    エラーとなった項目の項目名が出力されます。 

   ⑤エラー内容 

    エラー内容に対応するエラーメッセージが出力されます。 

   上記①～④でエラーとなった項目を特定し、⑤のエラー内容から対応方法を「第４章 

２．エラーメッセージ対応一覧」で確認してください。 

 

（３）チェック結果一覧表の見方（例） 

 ＜例１＞ 

21,01,ｲﾛﾊ,000,20040401,22223↓ 

[kanri]↓ 

,001↓ 

21,01,ｲﾛﾊ,00001,123,4567,東京都中央区中央１－１－１,株式会社 東京商事, 

"東京 太郎",012-345-6789↓ 

[data]↓ 

22007041,21,01,ｲﾛﾊ,00001,,ﾈﾝｷﾝ ﾀﾛｳ,年金 太郎,5,501111,1,1,1111,111111,, 

111,1111,ﾄｳｷｮｳﾄﾑｻｼﾉｼｷﾁｼﾞｮｳｼﾞ1-1-1,東京都武蔵野市吉祥寺１－１－１,,,,,,, 

7,150901,,,1230000,4560000,5790000,0,,,,↓ 

22017041,21,01,ｲﾛﾊ,000002,5,401212,2,7,160201,4,,,,,,,,,,,,,0200,0200, 

1234,987654,ﾄｳｷｮｳ ﾊﾅｺ,東京 華子,,↓ 

22217041,21,01,ｲﾛﾊ,000004,5,440723,7,16,01,ﾑｻｼﾉ ｲﾁﾛｳ,武蔵野一

郎,1,1000,1100, 

7,16,01,10,11,12,20,21,22,1111111,2222222,3333333,8888888,7777777,6666666, 

9999999,9999999,9999999,9999999,9000000,,4000,5000,,3000000,1,1000000, 

16,03,↓ 

媒体管理レコード 

事業所識別符号 

事業所情報数情報 

事業所情報 

 

データ識別符号 

データレコード 

 

 

 

 

 

（凡例） 

   ：ｴﾗｰ項目 

↓ ：改行 

 

① 媒体管理レコードがエラーの場合（媒体通番が“000”）の出力内容 

   ・レコード（名称／番号） 

     レコード名称 媒体管理 

     レコード番号 1 
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   ・被保険者氏名  *************** 

   ・項番      3 

   ・項目名     媒体通番 

   ・エラー内容   媒体通番不正 

  ②事業所情報がエラーの場合（氏名に規定外の文字コードがある）の出力内容 

   ・レコード（名称／番号） 

     レコード名称 事業所管理 

     レコード番号 1（事業所数情報の次の行を起点とし、１行目である） 

   ・被保険者氏名  *************** 

   ・項番            8 

   ・項目名     事業主氏名 

   ・エラー内容   入力不可文字検出 

  ③データレコードがエラーの場合（氏名の姓と名の間にスペース無し）の出力内容 

   ・レコード（名称／番号） 

     レコード名称 月額変更届 

     レコード番号 3（データ識別符号の次の行を起点とし、３行目である） 

   ・被保険者氏名  ﾑｻｼﾉ ｲﾁﾛｳ 

   ・項番      11 

   ・項目名     被保険者氏名（漢字） 

   ・エラー内容   氏名項目形式不正 
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 ＜例２＞ 自由改行がある場合 

↓ 

↓ 

21,01,ｲﾛﾊ,000,20040401,22223↓ 

↓ 

[kanri]↓ 

↓ 

,001↓ 

↓ 

21,01,ｲﾛﾊ,00001,123,4567,東京都中央区中央１－１－１,株式会社 東京商事, 

"東京 太郎",012-345-6789↓ 

↓ 

[data]↓ 

22007041,21,01,ｲﾛﾊ,00001,,ﾈﾝｷﾝ ﾀﾛｳ,年金 太郎,5,501111,1,1,1111,111111,, 

111,1111,ﾄｳｷｮｳﾄﾑｻｼﾉｼｷﾁｼﾞｮｳｼﾞ1-1-1,東京都武蔵野市吉祥寺１－１－１,,,,,,, 

7,150901,,,1230000,4560000,5790000,0,,,,↓ 

↓ 

22017041,21,01,ｲﾛﾊ,000002,5,401212,2,7,160201,4,,,,,,,,,,,,,0200,0200, 

1234,987654,ﾄｳｷｮｳ ﾊﾅｺ,東京 華子,,↓ 

22217041,21,01,ｲﾛﾊ,000004,5,440723,7,16,01,ﾑｻｼﾉ ｲﾁﾛｳ,武蔵野一

郎,1,1000,1100, 

7,16,01,10,11,12,20,21,22,1111111,2222222,3333333,8888888,7777777,6666666, 

9999999,9999999,9999999,9999999,9000000,,4000,5000,,3000000,1,1000000, 

16,03,↓ 

自由改行 

自由改行 

媒体管理レコード 

自由改行 

事業所識別符号 

自由改行 

事業所情報数情報 

自由改行 

事業所情報 

 

自由改行 

データ識別符号 

データレコード 

 

 

自由改行 

 

 

（凡例） 

   ：ｴﾗｰ項目 

↓ ：改行 

 

① 媒体管理レコードがエラーの場合（媒体通番が“000”）の出力内容 

   ・レコード（名称／番号） 

     レコード名称 媒体管理 

     レコード番号 3 

   ・被保険者氏名  *************** 

   ・項番            3 

   ・項目名     媒体通番 

   ・エラー内容   媒体通番不正 

  ②事業所情報がエラーの場合（氏名に規定外の文字コードがある）の出力内容 

   ・レコード（名称／番号） 

     レコード名称 事業所管理 

     レコード番号 2（事業所数情報の次の行を起点とし、２行目である） 

   ・被保険者氏名    *************** 

   ・項番            8 

   ・項目名     事業主氏名 

   ・エラー内容   入力不可文字検出 

  ③データレコードがエラーの場合（氏名の姓と名の間にスペース無し）の出力内容 

   ・レコード（名称／番号） 

     レコード名称 月額変更届 



第３章 届書ファイルをチェックする 

１８ 

     レコード番号 4（データ識別符号の次の行を起点とし、４行目である） 

   ・被保険者氏名    ﾑｻｼﾉ ｲﾁﾛｳ 

   ・項番      11 

   ・項目名     被保険者氏名（漢字） 

   ・エラー内容   氏名項目形式不正 
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４．警告メッセージ一覧表を出力する 

（１）警告メッセージ一覧表を出力する 

警告メッセージ一覧表示画面に表示されている警告内容のみを印刷する場合は、［印刷

(P)］ボタンを押下します。全ての警告内容を印刷する場合は、［全頁印刷(A)］ボタンを

押下します。 

ボタンを押下すると、警告メッセージ一覧表印刷ダイアログ（図３－８）が表示されま

す。 

 

図３－８．警告メッセージ一覧表印刷ダイアログ 

 

  警告メッセージ一覧表印刷ダイアログでは印刷を行う際の条件を設定します。 

 

   ａ．プリンタ設定 

     通常使用するプリンタが初期値として表示されますが、その他に接続されている 

プリンタがあれば出力先を変更することが可能です。 

   ｂ．用紙設定 

     用紙サイズは「Ａ４」、給紙方法は「自動」が初期値として表示されます。 

   ｃ．印刷の向き 

     「横」が初期値として表示されます。 

 

  条件の設定が終わりましたら［ＯＫ］ボタンを押下します。警告メッセージ一覧表の印刷が

行われ、警告メッセージ一覧表示画面が表示されます。 

  警告メッセージ一覧表の出力を中止する場合は、［キャンセル］ボタンを押下すると、警告

メッセージ一覧表示画面に戻ります。 
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（２）警告メッセージの内容を確認する 

   警告メッセージ一覧表には、以下の項目が出力されます。 

① 事業所整理記号 

警告の対象となったレコードの事業所整理記号が出力されます。 

② 届書名称 

    警告の対象となったレコードの届書名称が出力されます。 

③ 被保険者氏名 

    警告の対象となったレコードの被保険者氏名（カナ）が出力されます。 

④ 生年月日 

警告の対象となったレコードの被保険者の生年月日が出力されます。 

⑤ 警告内容 

    警告内容が出力されます。 

⑥ 警告メッセージ 

    警告内容に対応する警告メッセージが出力されます 
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５．届出内容一覧表を出力する 

 

  届出内容一覧表を出力する場合は､メイン画面（図３－３）において［届出内容(T)］ボタン

を押下すると届出内容一覧表印刷画面（図３－９）が表示されます。 

 

 

図３－９.届出内容一覧表印刷画面 

 

（１） プリンタ設定 

   通常使用するプリンタが初期設定値として表示されます。通常使用するプリンタ以外で

も、接続されているプリンタであれば変更が可能です。また、該当プリンタについてのプロ

パティ変更も可能です。 
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（２）印刷範囲設定 

  ① 届書種別指定 

    チェック済みの届書種別を出力対象の届書としていますので、出力不要な届書はチェッ

クをはずしてください。初期状態では全届書種別を出力対象届書としています。 

  ② 出力事業所指定 

    出力事業所側に一覧表示されている事業所（事業所整理記号又は事業所番号（組合／基

金））を出力対象とします。登録事業所側に表示されている事業所の出力は行いませ

ん。初期状態では、登録されている事業所全てが出力対象事業所となっています。 

出力事業所の指定は、両リストボックス間で事業所を移動することにより行います。こ

の移動は、“＞”“＞＞”“＜”“＜＜”ボタンで行います。 

    ａ．“＞”ボタン 

      登録事業所にある事業所を１事業所単位で出力事業所に移動させます。 

    ｂ．“＞＞”ボタン 

      登録事業所にある事業所を全て出力事業所に移動させます。 

    ｃ．“＜”ボタン 

      出力事業所にある事業所を１事業所単位で登録事業所に移動させます。 

    ｄ．“＜＜” 

      出力事業所にある事業所を全て登録事業所に移動させます。 

 

（３）印刷 

   条件の設定が終了し、全頁を印刷したい場合、［印刷(P)］ボタンを押下します。指定され

た条件を元に、届出内容一覧表を印刷し、届出内容一覧表印刷画面（図３－９）を閉じま

す。 

   印刷を終了したい場合は、［キャンセル(C)］ボタンを押下すると、メイン画面に戻りま

す。 
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（４）プレビュー 

   印刷内容を事前に印刷する前に確認したい場合や、指定頁のみ印刷したい場合に、 

  [プレビュー(V)]ボタンを押下します。（２）印刷範囲設定により抽出された届出データの印

刷イメージがプレビュー画面に表示されます。 

   プレビュー画面に表示させる頁の指定は、画面上段の[前頁(B)][次頁(N)][ジャンプ(J)]ボ

タンで行います。 

   画面の下段にある印刷範囲指定の[現在のページ(E)][ページ指定(G)]により、指定ページ

のみ印刷を行うことができます。 

 

  
図３－１０.プレビュー画面 

 

補足 届出内容一覧表に賞与額等の集計結果も印刷されるため、プレビュー画面や帳票印刷にて

合計のチェックを簡単に行うことができます。 

 

表３－１．印字される集計情報 

 印字項目 内容 

① 被扶養者有りの届出件数 各事業所の資格取得届における「被扶養者

の有無」が「有」の届書件数 

② 

 

賞与支給総額 各事業所の賞与支払届における「賞与額

（合計）」が「9,999,999」円以外の届書

の合計金額 

※賞与額（合計）が「9,999,999」円に該

当し、合計金額として計上しない賞与支

払届については「★」が印字されます 
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６．総括票を出力する 

（１） 表示内容確認 

 チェックの結果、正常となった場合は、メイン画面（図３－３）で［総括票(S)］ボタン

を押下します。 

＜年金事務所提出用＞ 

 

図３－１１．総括票作成画面（ＣＤ・ＤＶＤ提出の場合） 

 

 

図３－１２．総括票作成画面（電子申請の場合） 
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ＣＤ・ＤＶＤ提出の場合は、総括票作成画面（図３－１１）、電子申請の場合は、総括票作成

画面（図３－１２）が表示されますので、表示内容を確認してください。 

 

＜健康保険組合提出用＞ 

 

 

図３－１３．総括票作成画面（ＣＤ・ＤＶＤ提出の場合） 

 

  

図３－１４．総括票作成画面（電子申請の場合） 
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＜厚生年金基金提出用＞ 

 

  

図３－１５．総括票作成画面（ＣＤ・ＤＶＤ提出の場合） 

 

  
図３－１６．総括票作成画面（電子申請の場合） 
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  提出方法に合わせた総括票作成画面が表示されます。 

・ＣＤ・ＤＶＤ提出の場合   ：図３－１１、図３－１３、図３－１５ 

・電子申請の場合         ：図３－１２、図３－１４、図３－１６ 

それぞれ表示内容を確認してください。 

画面上の提出日は初期値としてパソコンのシステム日付が表示されます。提出日の変更を行

う場合は、［提出日の編集］ボタンを押下すると、提出日の編集画面（図３－１７）が表示さ

れますので提出日を入力してください。 

 

                 

図３－１７．提出日の編集画面 
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 ＜社会保険労務士が年金事務所に提出する場合＞ 

 総括票は事業所毎に作成されます。 

ＣＤ・ＤＶＤ提出でかつ複数事業所の届書データが収録したＣＤ・ＤＶＤの場合は、［前総括

票(B)］ボタン、［次総括票(N)］ボタンを選択することにより、他の事業所の総括票作成画面

を表示することが可能です。 

電子申請の場合は、１事業所単位での申請となるため、１事業所のみの表示となります。 

 

図３－１８．総括票作成画面（ＣＤ・ＤＶＤ提出の場合） 

 

 

           図３－１９．総括票作成画面（電子申請の場合） 
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＜社会保険労務士が健康保険組合に電子申請する場合＞ 

        
図３－２０．総括票作成画面（電子申請の場合） 

 

＜社会保険労務士が厚生年金基金に電子申請する場合＞ 

        
図３－２１．総括票作成画面（電子申請の場合） 

 

 健康保険組合や厚生年金基金においても、電子申請時に使用するＣＳＶ形式届書総括票が印刷

可能となりました。 

電子申請用のＣＳＶ形式届書総括票は、ＣＳＶファイルに収録されている届書毎の件数等が印

刷されます。なお、電子申請については、加入している健康保険組合や厚生年金基金で受付可能

かどうかご確認ください。
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（２）印刷する 

総括票作成画面に表示されている事業所の総括票のみを印刷する場合は、［印刷(P)］ボ

タンを押下します。全ての事業所の総括票を印刷する場合は、［全頁印刷(A)］ボタンを押

下します（「全頁印刷」機能は、社会保険労務士が提出するＣＤ・ＤＶＤの場合に限りま

す）。ボタンを押下すると、総括票印刷ダイアログ（図３－２２）が表示されます。 

 

図３－２２．総括票印刷ダイアログ 

 

  総括票印刷ダイアログでは印刷を行う際の条件を設定します。 

 

   ａ．プリンタ設定 

     通常使用するプリンタが初期値として表示されますが、その他に接続されているプリ

ンタがあれば出力先を変更することが可能です。 

   ｂ．用紙設定 

     用紙サイズは「Ａ４」、給紙方法は「自動」が初期値として表示されます。 

   ｃ．印刷の向き 

     「横」が初期値として表示されます。 

 

  条件の設定が終わりましたら［ＯＫ］ボタンを押下します。総括票の印刷が行われ、総括票

作成画面が表示されます。 

  総括票の出力を中止する場合は、［キャンセル］ボタンを押下すると、総括票作成画面に戻

ります。 
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補足 提出用ラベルを印刷する 

 

チェックの結果、正常となった場合は、メイン画面（図３－３）で［提出ラベル(Ｌ)］ボ

タンを選択することができます。提出ラベル印刷画面（図３－２３）が表示され、［印刷

（P）］ボタンを押すことで、提出用の媒体（ＣＤ・ＤＶＤ）に貼付するラベルを印刷するこ

とができます。 

   印刷されたラベルの空欄箇所には手書きで必要事項（※１）を記入し、提出する媒体（※

２）に貼付して下さい。 

  ※１ 年金事務所向け提出用媒体に貼付するラベル  ：提出先の年金事務所名称を記入してください。 

     健康保険組合向け提出用媒体に貼付するラベル ：提出先の健康保険組合名称を記入してください。 

     厚生年金基金向け提出用媒体に貼付するラベル ：提出先の厚生年金基金名称を記入してください。 

  ※２ 提出する媒体がＣＤ、ＤＶＤの場合      ：提出ラベルをＣＤ（ＤＶＤ）ケースに貼付してくださ

い。 

  CD、DVD媒体には、レーベル面にフェルトペン等によりラベル情報を記載してください。 

尚、印刷されるラベルは、チェックの対象としたＣＤ・ＤＶＤの提出先のみとなります。 

 
図３－２３.提出ラベル印刷画面 

 

表３－１．ラベルの帳票仕様 

項番 項目 仕様 

１ 用紙サイズ Ａ４用紙・縦（ノーカットラベル用紙可能） 

２ ラベル個数／１頁 縦５×横２（左側：提出用、右側：控用） 計１０枚 

 

 
図３－２４.提出ラベル（例）イメージ
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第４章 こんなときは 

 

１．Ｑ＆Ａ 

 

（１）動作環境等に関すること 

  [Ｑ１－１] Ｍａｃｉｎｔｏｓｈで使用したい 

 

（２）チェックに関すること 

   [Ｑ２－１] エラーメッセージが出力された 

[Ｑ２－２] 不正ファイルが存在する旨のメッセージが出力された(１) 

[Ｑ２－３] 不正ファイルが存在する旨のメッセージが出力された(２) 

   [Ｑ２－４] エラーが検出されたが、エラー詳細情報が表示されない 

  [Ｑ２－５] 令和４年１０月から提出可能な届書に追加された、「産前産後休業取得者申出
書／変更（終了）届」、「育児休業等取得者申出書（新規・延長）／終了届」
が届書コード不正のエラーとなりチェックできない 

 

（３）帳票作成に関すること 

  [Ｑ３－１] 総括票を再作成したい 

 

（４）ラベルに関すること 

  [Ｑ４－１]  ＣＤ・ＤＶＤラベルを印刷したい 

  [Ｑ４－２] エラーは検出されなかったが、［提出ラベル］ボタンが選択できない。 

  [Ｑ４－３]  ＣＤ・ＤＶＤラベルを再作成したい 
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 Ｑ１－１  

  Ｍａｃｉｎｔｏｓｈで使用したいのですが、インストールできますか？ 

 

 Ａ１－１  

  １．パソコンの動作環境にあるように、Ｍａｃｉｎｔｏｓｈで使用することはできません。 
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 Ｑ２－１  

  エラーメッセージが出力されましたが、対応方法がわかりません。 

 

 Ａ２－１  

  エラーメッセージ対応一覧を参照してください。また、画面下部にあるエラー詳細情報に修

正方法等記載がありますので、ご利用ください。 

 

 

 Ｑ２－２  

  電子媒体（ＣＤ・ＤＶＤ）をチェックしたところ、「不正なファイルが存在します」という

エラーメッセージが出力されました。電子媒体の中身を確認したところ、「Shfd0006.csv」が

１ファイルのみ格納されている様に見えます。どこに問題があるのでしょうか。 

 

 Ａ２－２  

  電子媒体内に「隠しファイル」（「隠し属性」となっているファイル）が格納されている可

能性があります。「隠しファイル」も通常のファイルの一種であるため、電子媒体への格納を

許可していません。従って、隠しファイルを削除するか、初期化した電子媒体に

「Shfd0006.csv」を収録した上で、再度チェックを行ってください。 

 

 

 Ｑ２－３  

  ハードディスクに保存された届書ファイルをチェックしたところ、「不正なファイルが存在

します」というエラーメッセージが出力されました。どこに問題があるのでしょうか。 

 

 Ａ２－３  

  ハードディスクに保存されている届書ファイルをチェックする場合、チェック対象となるフ

ォルダに複数のファイルが存在するとエラーになります。 

  従って、届書ファイルが１ファイルのみ存在するフォルダにしてからチェックを行ってくだ

さい。 

 

 Ｑ２－４  

  エラーが検出されましたが、エラー詳細情報が表示されません。どうすればよいですか？ 

 

 Ａ２－４  

  エラー情報が表示されなくても操作に影響はありません。エラー詳細情報をご覧になりたい

場合は仕様チェックプログラムを再インストールしてください。 
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 Ｑ２－５  

  令和４年１０月から提出可能な届書に追加された、「産前産後休業取得者申出書／変更（終

了）届」、「育児休業等取得者申出書（新規・延長）／終了届」が届書コード不正のエラーと

なりチェックできません。届書コードは間違えていないのですが、なぜでしょうか？ 

 

 Ａ２－５  

  仕様チェックプログラムは「産前産後休業取得者申出書／変更（終了）届」、「育児休業等

取得者申出書（新規・延長）／終了届」に対応していません。 

このため対象外の届書と判断され、届書コード不正のエラーとなります。 

「産前産後休業取得者申出書／変更（終了）届」、「育児休業等取得者申出書（新規・延

長）／終了届」を提出する場合は、当該届書のチェックおよび総括票の作成に対応した市販ソ

フトウェア等を使用してチェックを行ってください。 

なお、総括票については日本年金機構ホームページ 

(https://www.nenkin.go.jp/denshibenri/index.html)から様式をダウンロードし、ご利用い

ただくことが可能です。 

 

https://www.nenkin.go.jp/denshibenri/index.html
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 Ｑ３－１  

  総括票を紛失したためもう一度印刷したいのですが、どうすればよいですか？ 

 

 Ａ３－１  

  総括票を再度作成するためには、届書ファイルを再度仕様チェックプログラムでチェックす

ることで、[総括票]ボタンが選択可能となり、もう一度印刷することができます。 
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 Ｑ４－１  

  ＣＤ・ＤＶＤラベルを印刷したいのですが、印刷することはできますか？ 

 

 Ａ４－１  

  仕様チェックプログラムでＣＤ・ＤＶＤラベルを印刷することができます。 

提出ＣＤ・ＤＶＤをチェックしてエラーがなければ、［提出ラベル］ボタンが選択可能にな

ります。［提出ラベル］ボタンを押下してラベルを印刷してください。一枚のＣＤ・ＤＶＤに

対して、２枚分のラベルが印刷されます。左側は提出用として、右側は控え用または提出用を

紛失した場合等にご使用ください。ラベルには提出先の名称を忘れずにご記入ください。 

 

 

 Ｑ４－２  

   エラーは検出されず、チェックは正常でしたが、［提出ラベル］ボタンが選択できませ

ん。 

 どうすればよいですか？ 

 

 Ａ４－２  

   提出方法に電子申請を選択した場合は［提出ラベル］ボタンを選択することはできませ

ん。 

 

 

 Ｑ４－３  

   ＣＤ・ＤＶＤラベルを紛失したためもう一度印刷したいのですが、どうすればよいです

か？ 

 

 Ａ４－３  

   ＣＤ・ＤＶＤラベルを再度作成するためには、届書ファイルを再度仕様チェックプログラ

ムでチェックすることで、[提出ラベル]ボタンが選択可能となり、もう一度印刷することが

できます。 
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２．エラーメッセージ対応一覧 

 
エラーメッセージ 対 処 例 

媒体管理ﾚｺｰﾄﾞ不正 媒体管理レコードの設定に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

媒体管理ﾚｺｰﾄﾞ不正 媒体管理レコードの設定に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

媒体通番不正 ｢001｣～｢999｣の数字を設定してください。 

外国人通称名不正 外国籍が入力されている場合、外国人通称名は設定してください。 

外国籍が省略されている場合、外国人通称名は省略してください。 

回収区分(被保険者)不正 回収区分(被保険者)の設定に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

改定年月対象月相関 ｢改定年月｣または｢算定対象月｣が正しいか確認してください。 

「改定年月（月）」－１＝「算定対象月（前一ヶ月）」であるか確認してください。 

改定予定月不正 改定予定月の設定に誤りがあります。この項目にデータを入力することはできません。 

ｶﾅ/漢字項目相関 対応するカナ/漢字項目に誤りがあります。カナ項目にデータを設定するか、カナ項目を省略する場合は漢字

項目も省略してください。 

ｶﾅ住所省略不可 住所(カナ)を設定してください。 

基金番号不正 事業所情報レコードの｢基金番号｣が正しいか確認してください。詳しくは、電子媒体届書作成仕様書により入

力方法を確認してください。 

エラーとなるパターン（例）： 

社会保険労務士提出で有効な事業所情報が複数件存在する場合、全ての基金番号が同一でない 

基礎月不正 算定基礎月に誤りがあります。 

4月＝"04"、5月＝"05"、6月＝"06"であることを確認してください。 

詳しくは、電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

基礎日数不正 支払基礎日数に誤りがあります。 

算定基礎届においては、"0"～"31"であることを確認してください。 

月額変更届においては、"17"～"31"（短時間労働者の場合、"11"～"31"）であることを確認してください。 

詳しくは、電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

基礎年番/手番不正 基礎年金番号、厚年手番、国年手番、船保手番に誤りがあります。 

課所符号に"0000"や、一連番号に"000000"など、不正な値が入力されていないことを確認してください。 

詳しくは、電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

金額不一致 報酬月額の｢通貨によるものの額｣、｢現物によるものの額｣の合計に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書

により入力方法を確認してください。 

区分・月相関 ｢昇(降)給区分｣、｢昇(降)給月｣は全て入力するか、全て省略してください。 

区分･種別相関 ｢取得区分｣または｢種別(性別)｣が正しいか確認してください。 

郡市区符号不正 郡市区符号に誤りがあります。"00"、"99"以外であることを確認してください。詳しくは、電子媒体届書作成

仕様書により入力方法を確認してください。 

桁数不正 桁数が正しくありません。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

元号不正 元号の設定に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

健取得:基礎年番入力 取得区分が正しいか確認してください。健康保険のみ加入する者については基礎年金番号を省略してくださ

い。 

合計不正 ｢通貨によるものの額｣、｢現物によるものの額｣に正しい値が設定されているか確認してください。 

項目最大桁数超過 対象のレコードを構成する項目の長さを確認してください。 

項目数不一致 対象のレコードを構成する項目数を確認してください。 

個人番号省略理由不正 個人番号を記載できない理由が"3 その他"の場合は設定してください。 

個人番号を記載できない理由が"3 その他"以外の場合は省略してください。 

個人番号不正 70歳以上被用者である場合は省略してください。 

最大桁数超過 漢字氏名項目が最大桁数を超えました。スペース含め12文字以内であることを確認してください。詳しくは、

電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

資格取得年月日不正 資格取得年月日が正しいか確認してください。 

識別不可文字検出 漢字項目の入力に誤りがあります。 

事業所記号不正 事業所記号に誤りがあります。4桁以内のアルファベットと数字とカナ以外の無効な文字が含まれていないか

確認してください。詳しくは、電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

事業所識別不可 事業所管理レコードとデータレコードに格納されている事業所整理記号、事業所番号が正しいか確認してくだ

さい。 

事業所情報最大数超過 事業所管理レコードの事業所数を確認してください。 
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エラーメッセージ 対 処 例 

事業所情報数不正 事業所情報数に誤りがあります。事業主が提出する場合は｢1｣を、社会保険労務士が提出する場合は｢1｣～

｢999｣を設定してください。 

(例) 正常な場合    ｢001｣､｢02｣､｢3｣ 

   エラーとなる場合 ｢0｣､｢00｣､｢000｣ 

事業所情報数不足 事業所管理レコードの事業所数を確認してください。 

事業所整理記号相関 事業主が提出する場合、媒体管理レコードの提出元ＩＤと事業所管理レコードの事業所整理記号が等しいこと

を確認してください。 

エラーとなるパターン（例）： 

事業所提出ＦＤの場合、ＦＤ管理レコードの提出元IDと事業所管理レコードの１番目の事業所情報の事業所整

理記号が一致しない 

事業所番号相関 事業主が提出する場合、媒体管理レコードの事業所番号と事業所管理レコードの事業所番号が等しいことを確

認してください。 

エラーとなるパターン（例）： 

事業所提出の場合、ＦＤ管理レコードの事業所番号が一致しない 

事業所番号不正 事業所番号に誤りがあります。設定された数値が'0'以外であることを確認してください。電子媒体届書作成

仕様書により入力方法を確認してください。 

氏名項目形式不正 漢字氏名項目の場合は姓と名の間に全角スペースを１つ設定してください。また、カナ氏名の場合は、姓と名

の間に半角スペースを１つ設定してください。 

(例)正常な場合    ｢東京△太郎｣、｢ﾄｳｷｮｳ△ﾀﾛｳ｣ 

  エラーとなる場合 ｢東京太郎｣、｢東京△△太郎｣ 

住所項目形式不正 住所項目に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

修正平均額不正 修正平均額に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

取得区分不正 取得区分の設定に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

種別(性別)不正 種別(性別)の設定に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

昇（降）給区分不正 昇（降）給区分不正の設定に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

賞与額不一致 賞与額の｢通貨によるものの額｣、｢現物によるものの額｣の合計に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書に

より入力方法を確認してください。 

賞与支払届提出不要 賞与支払届の賞与額の合計額が基準額を満たしていないため、提出する必要はありません。 

総計不正 ＜月額変更届の場合＞ 

「総計」は「合計(前三ヶ月)」、「合計(前二ヶ月)」、「合計(前一ヶ月)」の合計に誤りがあります。電子媒

体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

 

＜算定基礎届の場合＞ 

「総計」は「基礎日数以上あった月」の合計に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確

認してください。 

喪失原因不正 「4」「5」「7」「9」「11」いずれかの半角数字を設定してください。 

喪失年月日相関 ｢資格喪失年月日｣または｢生年月日｣が正しいか確認してください。 

対象外届存在 対象外の届書が設定されています。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

対象月不正 算定対象月に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

退職日死亡日不正 喪失原因が「4 退職等」、「5 死亡」の場合は設定してください。 

代表届書ｺｰﾄﾞ不正 代表届書コードに誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

提出元ID不正 提出元ＩＤに誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

ﾃﾞｰﾀ省略不可 入力必須項目が省略されています。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ数超過 １ファイルに格納されるレコード数を、99,999件以下にしてファイルを作成してください。 

ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ不正 最終のデータレコードが改行文字で終了していることを確認してください。 

適用年月不正 適用年月に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

届書ｺｰﾄﾞ不正 届書コードに誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

入社年月日相関 ｢入社年月日｣または｢生年月日｣が正しいか確認してください。 

エラーとなるパターン（例）： 

「生年月日」≧「入社年月日」 

入力禁止 入力できない項目です。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

入力不可文字検出 使用可能文字(｢電子媒体届書作成仕様書 ３．４ コード規定｣参照)以外の文字が入力されています。また、数

字、カナ等、入力した文字が該当する項目で認められている文字種別であるかどうかについて、電子媒体届書

作成仕様書により確認してください。 
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備考欄項目不正 備考欄の設定内容に誤りがあります。項目情報に倣い、正しく設定してください。 

エラーとなるパターン（例）： 

短時間労働者欄にデータが入力されている場合、'1'以外が入力されている 

非実存日ﾃﾞｰﾀ検出 実存しない日付が設定されています。日付が正しいか確認してください。 

被扶養者の有無不正 被扶養者の有無の設定に誤りがあります。当該欄が省略されていないか、入力されている場合、'0'または'1'

以外が入力されていないか確認してください。詳しくは、電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認して

ください。 

被保険者区分不正 被保険者区分の設定に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

エラーとなるパターン（例）： 

被保険者区分に、'0'が入力されている 

被保険者整理番号不正 被保険者整理番号が正しいか確認してください。設定された数値が'0'以外であることを確認してください。 

標準報酬月額相関 標準報酬月額(厚年)、標準報酬月額(健保)が正しいか確認してください。 

標準報酬月額不正 標準報酬月額に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

エラーとなるパターン（例）： 

標準報酬月額に'0000'が設定されている 

複数事業所収録 電子申請の際は、１申請につき１事業所分の届書ファイルしか申請できません。複数収録のまま申請する場合

は、ＣＤまたはＤＶＤにて提出してください。電子申請する場合は、１事業所単位にファイルを分割してくだ

さい。 

平均額不正 平均額に誤りがあります。電子媒体届書作成仕様書により入力方法を確認してください。 

無効文字検出 使用可能文字(｢電子媒体届書作成仕様書 ３．４ コード規定｣参照)以外の文字が入力されています。また、数

字、カナ等、入力した文字が該当する項目で認められている文字種別であるかどうかについて、電子媒体届書

作成仕様書により確認してください。 

郵便番号省略不可 郵便番号を設定してください。 

郵便番号不正 郵便番号に誤りがあります。 

 (例)正常な場合    ｢111-1111｣ 

   エラーとなる場合 ｢000-1111｣、｢  -1111｣、｢111-    ｣ 

ﾚｺｰﾄﾞｼｰｹﾝｽ不正 事業所識別符号[kanri]とデータ識別符号[data]の設定が正しいか確認してください。 

ﾚｺｰﾄﾞ未存在 対象のレコードの設定内容を確認してください。 

修正平均額相関 【修正平均額】が入力されている場合、【遡及支払額】、【昇(降)給区分】及び【昇(降)給月】は省略できま

せん。 

被保整番・基礎年番相関 被保険者整理番号または被保険者の基礎年金番号を設定してください。 

変更内容不正 項目情報の内容に倣い、死亡「1」、喪失「5」いずれかの半角数字を設定してください。 

性別不正 項目情報の内容に倣い、「1」「2」いずれかの半角数字を設定してください。 

異動の別不正 項目情報の内容に倣い、「1」～「3」いずれかの半角数字を設定してください。 

なった理由不正 項目情報の内容に倣い、「1」～「5」いずれかの半角ｶﾅを設定してください。 

なった理由(制変)不正 項目情報の内容に倣い、「b」を設定してください。 

３号死亡理由不正 項目情報の内容に倣い、「06」の半角数字を設定してください。 

なくなった理由不正 被扶養者でなくなった理由が正しいか確認してください。 

項目情報の内容に倣い、「1」～「6」いずれかの半角数字を設定してください。 

３号喪失理由不正 ３号被保険者でなくなった理由と３号被保険者でなくなった理由（その他の理由）が正しいか確認してくださ

い。 

項目情報の内容に倣い、３号被保険者でなくなった理由：「６」の半角数字、３号被保険者でなくなった理由

（その他の理由）：「海外在住中の認定解除」を設定してください。 

性別対応不正 ３号被保険者とその配偶者の性別を確認してください。 

３号被保険者が男：「1」の場合、配偶者は女：「2」、３号被保険者が女：「2」の場合、配偶者は男：「1」

と入力します。 

被配者非該当理由不正 被扶養配偶者でなくなった理由が正しいか確認してください。 

その他：「03」、死亡：「06」のいずれかを入力する必要があります。 

被配者非該理由補足不正 被扶養配偶者でなくなった理由（その他の理由）が正しいか確認してください。 

その他：「03」の場合は入力が必要です。 

死亡：「06」の場合は省略してください。 

３号でなくなった日不正 「３号被保険者でなくなった日」または「死亡年月日」が正しいか確認してください。 

｢３号被保険者でなくなった日｣は｢死亡年月日｣の翌日である必要があります。 

３号となった理由不正 「３号となった理由」または「３号となった理由（その他の理由）」が正しいか確認してください。 

・「３号となった理由」が「5 その他」以外の場合、「３号となった理由（その他の理由）」が省略されてい
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る必要があります。 

・「３号となった理由」が「5 その他」の場合、「３号となった理由（その他の理由）」が設定されている必

要があります。 

３号となった日不正 ３号被保険者となった日が正しいか確認してください。 

元号または年月日のどちらか一方のみを省略することはできません。 

３号生年月日相関 「３号被保険者になった日」「被扶養配偶者でなくなった日」が正しいか確認してください。 

｢３号被保険者になった日｣は｢３号被保険者生年月日｣以降の日付である必要があります。 

｢被扶養配偶者でなくなった日｣は｢３号被保険者生年月日｣の翌日以降の日付である必要があります。 

健組等情報不正 健康保険組合等名称が入力されている場合、代表電話番号は省略できません。 

被扶養者生年月日相関 「被扶養者生年月日」「被扶養者になった日」「被扶養者でなくなった日」が正しいか確認してください。 

｢被扶養者になった日｣は｢被扶養者生年月日｣以降の日付である必要があります。 

｢被扶養者でなくなった日｣は｢被扶養者生年月日｣の翌日以降の日付である必要があります。 

性別・続柄相関 「被保険者性別」「被扶養者性別」または「続柄コード」が正しいか確認してください。 

・続柄が「1」（夫）、「3」（夫（未届））の場合は被扶養者性別が「1」（男）を設定してください。 

・続柄が「1」（夫）、「3」（夫（未届））の場合は被保険者性別が「2」（女）を設定してください。 

・続柄が「2」（妻）、「4」（妻（未届））の場合は被扶養者性別が「2」（女）を設定してください。 

・続柄が「2」（妻）、「4」（妻（未届））の場合は被保険者性別が「1」（男）を設定してください。 

続柄不正 項目情報の内容に倣い、半角数字を設定してください。 

解除事由不正 項目情報の内容に倣い、「1」「2」いずれかの半角数字を設定してください。 

解除・住所地相関 「解除事由」または「住所地（都道府県）」が正しいか確認してください。 

解除事由と住所地（都道府県）がともに設定されていること、またはともに省略されていること。 

解除・なくなった日相関 「解除事由」または「被扶養者でなくなった日」が正しいか確認してください。 

「解除事由」が設定されている場合は、｢被扶養者でなくなった日｣は｢後期高齢医療制度開始日（平成20年4月

1日）｣以降の日付である必要があります。 

なった・なくなった相関 「被扶養者になった日」「被扶養者でなくなった日」が正しいか確認してください。 

｢被扶養者でなくなった日｣は｢被扶養者になった日｣の翌日以降の日付である必要があります。 

住所地（都道府県）不正 項目情報の内容に倣い、「01」～「47」いずれかの半角数字を設定してください。 

同居・別居の別不正 項目情報の内容に倣い、「1」「2」いずれかの半角数字を設定してください。 

外国人区分不正 項目情報の内容に倣い、「0」「1」「2」いずれかの半角数字を設定してください。 

外国人区分・通称名相関 「外国人区分」または「通称名」が正しいか確認してください。 

「外国人区分」が「0」（日本人）の場合は、「通称名」を省略してください。 

種別不正 項目情報の内容に倣い、「31」を設定してください。 

収入証明不正 項目情報の内容に倣い、「0」「1」いずれかの半角数字を設定してください。 

なった理由相関 「続柄コード」または「被扶養者になった理由」が正しいか確認してください。 

配偶者でない場合、「被扶養者になった理由」が「5」である必要があります。 

なった理由(そ)相関 「被扶養者になった理由」または「被扶養者になった理由（その他の理由）」が正しいか確認してください。 

・「被扶養者になった理由」が「5」以外の場合、「被扶養者になった理由（その他の理由）」が省略されて

いる必要があります。 

・「被扶養者になった理由」が「5」の場合、「被扶養者になった理由（その他の理由）」が設定されている

必要があります。 

なった理由(制変)相関 「被扶養者になった理由」または「被扶養者になった理由（被保険者の所属する年金制度等の変更）」が正し

いか確認してください。 

・「被扶養者になった理由」が「ｲ」以外の場合、「被扶養者になった理由（被保険者の所属する年金制度等

の変更）」が省略されている必要があります。 

・「被扶養者になった理由」が「ｲ」の場合、「被扶養者になった理由（被保険者の所属する年金制度等の変

更）」が設定されている必要があります。 

なくなった理由(そ)相関 「被扶養者でなくなった理由」または「被扶養者でなくなった理由（その他の理由）」が正しいか確認してく

ださい。 

・「被扶養者でなくなった理由」が「6」以外の場合、「被扶養者でなくなった理由（その他の理由）」が省

略されている必要があります。 

・「被扶養者でなくなった理由」が「6」の場合、「被扶養者でなくなった理由（その他の理由）」が設定さ

れている必要があります。 

続柄・死亡相関 「続柄コード」または「死亡年月日」が正しいか確認してください。 

・配偶者でない場合、「死亡年月日」が省略されている必要があります。 

・配偶者の場合、「死亡年月日」が設定されている必要があります。 

なくなった日・死亡相関 「被扶養者でなくなった日」または「死亡年月日」が正しいか確認してください。 

｢被扶養者でなくなった日｣は｢死亡年月日｣の翌日である必要があります。 
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続柄(その他補足)相関 「続柄コ－ド」または「続柄 その他補足」が正しいか確認してください。 

項目情報に倣い、正しく設定してください。 

住所・続柄・同居別相関 「被扶養者郵便番号」「被扶養者住所（漢字）」が正しいか確認してください。 

「被扶養者郵便番号」「被扶養者住所（漢字）」 

①以下いずれかの場合省略されていること 

 ・同居・別居の別＝「1」（同居） 

 ・配偶者でない 

②以下いずれにもあてはまる場合省略されていないこと 

 ・同居・別居の別＝「2」（別居） 

 ・配偶者 

レコード相関 被扶養者１～２人目に誤りがあります。 

①被扶養者１人目の入力がない場合、２人目の入力がないこと。 

続柄・年間収入相関 被扶養者でない配偶者を有するときのみ、項目情報に倣い、正しく設定してください。 

リンク番号相関 リンク番号に誤りがあります。 

項目情報に倣い、正しく設定してください。 

健のみ者相関 健のみ者からの届出です。 

健康保険のみに加入する者の場合、第３号届同時提出は必要ありません。 

70歳以上被用者資格喪失

日相関 

「70歳以上被用者届のみ提出」に「1」を設定した場合は、資格喪失年月日を省略してください。 

異動の別加入制度相関 「異動の別（3号該当）」が該当：「1」の場合は入力してください。 

3号でなくなった理由不正 「異動の別（3号該当）」が非該当：「2」の場合は入力してください。 

「異動の別（3号該当）」が該当：「1」または変更：「3」の場合は省略してください。 

続柄確認不正 項目情報の内容に倣い、「1」を設定してください。 

海外特例不正 項目情報の内容に倣い、「1」「2」いずれかの半角数字を設定してください。 

該当日相関 「海外特例」が該当：「1」の場合は入力して下さい。 

上記以外の場合は省略してください。 

該当理由不正 項目情報の内容に倣い、「1」～「5」いずれかの半角数字を設定してください。 

該当理由相関 「海外特例」が該当：「1」の場合は入力して下さい。 

上記以外の場合は省略してください。 

該当理由(そ)相関 「海外特例要件に該当した理由」または「海外特例要件に該当した理由（その他の理由）」が正しいか確認し

てください。 

・「海外特例要件に該当した理由」が「5」以外の場合、「海外特例要件に該当した理由（その他の理由）」

が省略されている必要があります。 

・「海外特例要件に該当した理由」が「5」の場合、「海外特例要件に該当した理由（その他の理由）」が設

定されている必要があります。 

非該当日相関 「海外特例」が非該当：「2」の場合は入力して下さい。 

上記以外の場合は省略してください。 

非該当理由不正 項目情報の内容に倣い、「1」「2」いずれかの半角数字を設定してください。 

非該当理由相関 「海外特例」が非該当：「2」の場合は入力して下さい。 

上記以外の場合は省略してください。 

非該当理由(そ)相関 「海外特例要件に非該当となった理由」または「海外特例要件に非該当となった理由（その他の理由）」が正

しいか確認してください。 

・「海外特例要件に非該当となった理由」が「2」以外の場合、「海外特例要件に非該当となった理由（その

他の理由）」が省略されている必要があります。 

・「海外特例要件に非該当となった理由」が「2」の場合、「海外特例要件に非該当となった理由（その他の

理由）」が設定されている必要があります。 

国内転入日相関 「海外特例要件に非該当となった理由」または「国内転入日」が正しいか確認してください。 

・「海外特例要件に非該当となった理由」が「1」以外の場合、「国内転入日」が省略されている必要があり

ます。 

・「海外特例要件に非該当となった理由」が「1」の場合、「国内転入日」が設定されている必要がありま

す。 

海外特例日付不正 「海外特例要件に該当した日」、「海外特例要件に非該当となった日」が正しいか確認してください。 

「海外特例に該当した日」、「海外特例に非該当となった日」は「海外特例要件の施行日（令和2年4月1

日）」以降の日付である必要があります。 

海外特例相関 「被扶養者になった日」が入力されている場合、「海外特例」に非該当：「2」は設定できません。 

「被扶養者でなくなった日」が入力されている場合、「海外特例」は設定できません。 

異動の別住所相関 「異動の別」が該当：「1」、または非該当：「2」である、かつ その他の被扶養者に入力がある場合は、

「被扶養者住所（郵便番号）」を入力して下さい。 
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エラーメッセージ 対 処 例 

３号該非海外特例相関 「３号被保険者になった日」が入力されている場合、「海外特例」に非該当：「2」は設定できません。 

「３号被保険者でなくなった日」が入力されている場合、「海外特例」は設定できません。 

70歳以上被用者該当相関 「資格取得年月日」、「生年月日」が正しいか確認してください。 

「70歳以上被用者該当」が入力されている場合、「資格取得年月日」は「生年月日」（70歳到達時）の前日以

降の日付である必要があります。 

喪不該(死亡日)相関 「喪失（不該当）原因」、「資格喪失年月日」、「退職日死亡日」が正しいか確認してください。 

「70歳以上被用者届のみ提出」が空欄：「0」、かつ 

「喪失（不該当）原因」に死亡：「5」が設定されている場合、 

「資格喪失年月日」は「退職日死亡日」の翌日である必要があります。 

喪不該(75歳到達)相関 「喪失（不該当）原因」、「資格喪失年月日」、「生年月日」が正しいか確認してください。 

「喪失（不該当）原因」に75歳到達：「7」が設定されている場合、 

「資格喪失年月日」は「生年月日」（75歳到達時）以降の日付である必要があります。 

喪不該(70歳退職)相関 「喪失（不該当）原因」、「不該当年月日」、「退職日死亡日」が正しいか確認してください。 

「喪失（不該当）原因」に退職等：「4」が設定され、かつ 「70歳不該当情報（70歳不該当）」に「1」が設

定されている場合、「不該当年月日」は「退職日死亡日」と同一の日付である必要があります。 

喪不該(70歳死亡)相関 「喪失（不該当）原因」、「不該当年月日」、「退職日死亡日」が正しいか確認してください。 

「喪失（不該当）原因」に死亡：「5」が設定され、かつ 「70歳不該当情報（70歳不該当）」が「1」が設定

されている場合、「不該当年月日」は「退職日死亡日」と同一の日付である必要があります。 

被扶(75歳到達)相関 「被扶養者でなくなった理由」、「被扶養者でなくなった日」、「生年月日」が正しいか確認してください。 

「被扶養者でなくなった理由」が75歳到達：「4」の場合、「被扶養者でなくなった日」は75歳到達時の「生

年月日」以降の日付である必要があります。 

被扶養者情報省略不可 1件以上の被扶養者の情報を設定してください。 

資格確認書発行要否不正 資格確認書の発行を希望する場合は「1」を設定し、 

希望しない場合は省略してください。 
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３．警告メッセージ対応一覧 

 

届書 警告内容 警告メッセージ 

資格取得届 70歳以上該当 70歳以上被用者該当届の提出が必要です。 

資格喪失届 70歳以上被用者不該当届の提出が必要です。 

算定基礎届 70歳以上被用者算定基礎届の提出が必要です。 

月額変更届 70歳以上被用者月額変更届の提出の有無をご確認ください。 

賞与支払届 70歳以上被用者賞与支払届の提出が必要です。 

扶養３号届 60日以上経過 届出が被扶養者になった日から60日を経過する場合、事実を確認でき

る書類が必要です。 

国年３号届 届出が第３号被保険者になった日から60日を経過する場合、事実を確

認できる書類が必要です。 

資格取得届 資格取得年月日未到来 資格取得年月日が未来日となっています。該当日以後に提出してくだ

さい。 

資格喪失届 資格喪失年月日未到来 資格喪失年月日が未来日となっています。該当日以後に提出してくだ

さい。 

資格喪失届 不該当年月日未到来 不該当年月日が未来日となっています。該当日以後に提出してくださ

い。 

月額変更届 改定年月未到来 改定年月が翌々月以降となっています。該当月の前月以後に提出して

ください。 

賞与支払届 賞与支払年月日未到来 賞与支払年月日が未来日となっています。該当日以後に提出してくだ

さい。 

扶養３号届 被扶養者異動日未到来 被扶養者になった日が未来日となっています。該当日以後に提出して

ください。 

国年３号届 第３号被保険者でなくなった日

未到来 

第３号被保険者でなくなった日が未来日となっています。該当日以後に

提出してください。 

資格取得届 60歳以上再雇用 60歳以上の方で退職日の翌日に同一事業所に再雇用された場合、就

業規則(写)等の添付書類が必要です。 

扶養３号届 収入証明未チェック 「収入証明」が省略または「0」（確認未完了）の場合、扶養認定を受ける

方の収入金額が確認できる書類の提出が原則、必要です。 

扶養３号届 続柄確認未チェック 「続柄確認」が省略の場合、被保険者と扶養認定を受ける方の続柄を

確認できる書類の提出が原則、必要です。 

扶養３号届 配偶者住所未入力 配偶者住所が未入力です。 

扶養３号届 配偶者住所未入力 配偶者住所が未入力です。同居である場合でも配偶者住所の入力が

必要です。 

扶養３号届 住所不一致 被保険者住所と配偶者住所が不一致です。住所(住民票上住所)及び

同居・別居の別を確認し、問題ない場合は申請してください。 

 

 

 


